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註）※印は12社以外。その他の化学企業で50億円以上がlOr2なのは徳山曹達徳山が50億円前後のため。
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それ岩国と四日市に1つづつではあるが大きな簿価額の「工場」を持ってい
る。両社とも資産に対して有形固定資産の占める比率が高い反面で売上高の
比率が低い，そして従業者1人当りの資産・有形固定資産・売上高は著しく
大きいという，石油化学コンビナートの中核企業特有ともいえる傾向を示し
ている。水俣で生産を行っている新日本窒素は，塩化ビニル・可塑剤』・酢酸
繊維類による売上高の急増を二二に資産で上位に進出してきたが，34年下期
の資産に対する有形固定資産の占める比率がかなり低い。協和醗酵も酒精専
門から宇部に新たな生産の拠点を得て化学肥料や有機薬品に本格的に進出す
るこζになり，資産・有形固定資産・売上高がかなりのび従業者1人当りの
資産・有形固定資産もかなり大きい。東亜合成は名古屋工場を生産の主力に
ナイロン原料を発展させ，硫安からの脱却をはかり売上高を柱に各項目で上
位に進出してきた。足柄工場を生産の主力とする富士写真フイルムはフィル
ムを中心とする写真感光材料専門企業であるが，資産に対する売上高の比率
は東亜合成とともに大きい。また従業者1人当りの資産・有形固定資産が小
さく，女子従業者の比率が40％近くに達している等ファインケミカル企業と
しての特徴を示している。
　このような14社の特徴と動向，なかでも三井石油化学・三菱油化の登場と
新日本窒素・協和醗酵・東亜合成の成長は，有機合成化学及び石油化学の展
開の大手各社への直接的な反映であるといえるが，この14社につぐ企業とし
て従来からのソーダ工業薬品企業の他に日本瓦斯化学・積水化学・信越化学
等が台頭していることや，酢酸繊維類を成長させながら硝化綿類の比重の大
きさに足を引っぱられている大日本セルロイドと油脂化学専門企業として停
滞している日本油脂との資産のランクエ’からの転落等によっても，30年代
前半の日本化学工業が無機化学工業系と有機化学工業系との両方にわたる再
編成・新展開の過程にあることが明確である。以上の考察をふまえることに
よって，30年代後半からの石油化学工業を中心とする日本化学工業の構造転
換の全体的な意義が一層あきらかとなろう。
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　〔補記〕　文章中の数量等は次の統計・業界誌・社史によった。　rア系製品年鑑』昭和
32・35年版。r日本硫安工業史』。r化学工業年鑑』昭和31・37年版。　r化学工業統計年
報』1954・1956・1960年版。日産化学工業㈱r八十年史』。「燐酸肥料工業の歩み』。r肥
料年鑑』昭和34・37年版。長銀rカーバイド工業』。電気化学工業㈱r45年の歩み』。日
本カーバイド工業㈱『三十年史』。　『商工政策史』第21巻。　『石油化学工業10年史』。
「塩化ビニール工業の歩み』。　rカーバイド・アセチレン産業と石油化学工業』。　『日本
合成工業株式会社三十年史』。　『日本プラスチック工業史』。岩波新書rグラステック
ス』。　r石油化学工業の現状』昭和48年版。　『会社年鑑』ユ953・1956・ユ961年版。　r鉄興
社三十五年史』。東亜合成化学工業㈱r社史』。その他該当企業の　r有価証券報告書総
覧』等。
　ところで30年代前半の日本化学工業の生産力構造・企業動向を扱った理論的業績として
は，この時期の複雑多様な展開の故か，化学肥料・石炭化学・石油化学のいずれかを扱っ
たものが多く総合的な分析は少ないようである。しかしそのなかでは，政治経済研究所
編の『日本の化学工業』　（昭和36年）が比較的優れた考察を示している。また最近の業績
としては，ドル・ショックと石油危機によって明白となった高度経済成長政策の限界をふ
まえて，戦後の日本化学工業を再検討した注目すべき労作として，渡辺徳二編r戦後日
本化学工業史』　（昭和48年）があげられよう。これらのように一冊の書物にまとめられた
もの以外にも，戦後の日本化学工業に関する理論的業績は数多くあるが，それらについて
は手稿で第3期と第4期の考察を行なった後でふれることにしたい。　　　　　（未完）
　なお本稿は，昭和48年度及び49年度の文部省科学研究費補助金による研究成果のうちの
一部である。
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